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「災」に思う － 新たな目標を立て力強く生きる 

 
平成 30 年が暮れ、間もなく平成最後の「正月」

を迎えます。年が明けると、忘れてはならない平成

の大震災、「1.17阪神淡路大震災」「3.11東日本大

震災」の日が巡ってきます。 

 日本漢字能力検定協会が発表した「今年の漢字」

は「災」。選抜理由は、災害大国日本においても今年

は特に多くの災害があったことから。確かに地震・

豪雨・酷暑・台風等々、地象災害・気象災害に見舞

われた 1年でした。「釜石の奇跡」で有名な片田敏孝

氏（東京大学大学院教授）の講演を聞く機会があり

ました。これからの時代を生きる皆さんは、様々な

災害に向かい合い、災害の中で生き抜く力を身に付

けていかなくてはならない、ということを聞きまし

た。学校では災害を想定しながら「命を守る訓練」

を行い、「自分の命は自分で守る」意識を高めていま

す。 

 「もうダメだ」と私が弱気になった時、力を与え

てくれる文章があります。これは船舶の救命ボート

に備え付けられている「生存指導書」という冊子（国

土交通省海事局監修）の前書きです。災害とは異な

りますが、海難事故の際、救命ボートによる避難を

余儀なくされた遭難者に向けて、生きのびる術が書

かれた冊子です。その前書きです。 

“生きぬくために” “望みを捨てるな、救助は必

ずやってくる。” 

遭難、漂流と人生最悪の極限ではあるが、強い精

神力で３日は生きのびよう。あとは何 10 日間でも

生きられる。 

海は不毛の砂漠ではない。食料の魚、プランクト

ンもある。また、魚肉の 50～80％は真水である。 

船が沈んでも世界はある。何も恐れることはない。

過去の遭難の犠牲者は海のために死んだのではない。

恐怖のために死んだのである。 

飢えや渇きによって死ぬには長時間かかる。最後

の１秒まで生きのびる努力をしよう。 

死を急ぐ理由は何にもない。家族が待っている。 

 

 遭難者向けの文章ですが、これを読むと「自分の

置かれた環境を嘆くことなく、諦めず、希望をもち、

努力せよ」と、激励され勇気づけられていると感じ

ます。皆さんには、平成から次の時代へ向かう新し

い年を迎えるにあたり、力強く生きる証として、新

たな目標を立ててほしいと思います。どうぞ、よい

年をお迎えください。
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平成 30 年度 恵那市立上矢作中学校   学校報   

  
～自立・共生をめざして～ 

  

初めてフォーラムに参加させてもらい、中学

生の考えが大人で真剣で、子供だと思っていた

思いが覆されました。手を掛けることより、目

を掛ける年なんですね。「上矢作フォーラムを観

に行くといいよ」と聞いたことがあったので来

てみましたが、本当に良かったです。勉強の他

に地域のために活動している子供達を誇らしく

思いました。今、上矢作で力を入れていること

を中学生が認識してくれることだけでも、この

先色々な形で上矢作町の力になっていってもら

えると思うので、この先も上矢作プロジェクト

に力を入れて頂き、この町を盛り上げていって

ほしいと思います。   ～参加者感想より抜粋～ 

 

有難うございました。他にも背中を押して頂

く感想を頂きました。ここで学んだ生徒達が、

将来地域社会人として活躍してくれることを願

い、さらに活動を進めていきたいと思います。 



２学期には、多くの人がボランティアに

参加してくれました。「助けてほしい」と

願っている人にとって、行動で示してく

れたことは大きな援助となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       
            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の行事 

生徒活動等

下校16:30

元日 1 火

2 水

3 木

学校閉庁日 4 金

5 土

6 日

7 月

始業式（給食有） 8 火 13:20下校 ×

２，3年実力テスト　1年確認テスト 9 水 ×

10 木 ×

11 金 全校帰りの会 ×

部活＆学習 12 土 部活の日 ○

13 日

成人の日 14 月

交通当番 15 火 ×

ＨＬＰ
1年身体測定　ＰＴＡ本部役員会

16 水 ×

2年身体測定 17 木 ×

3年身体測定 18 金 全校帰りの会 ×

19 土

20 日

3年期末テスト 21 月 15:30下校 ×

3年期末テスト 22 火 ×

二部会 23 水 ×

24 木 ×

新入生体験入学・学校説明会 25 金 全校帰りの会 ×

部活＆学習 26 土 部活動の日 ○

27 日

28 月 ×

29 火 ×

恵那南高発表会２年13:00-15:20 30 水 ×

職員会 31 木 15:30下校 ×

校  内  行  事 日 曜 部活

冬
季
休
業
日

1 井出七勢 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

1 大島貫介 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

1 夏目まどか えなしこどもフェスタ2018ボランティア

2 吉村匡由 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

2 前田守生紫 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

2 川上颯太 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

2 安藤優莉 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

2 小木曽里玖 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

2 夏目龍ノ介 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

3 川路桜 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

3 安藤妃璃 えなしこどもフェスタ2018ボランティア

1 井出七勢 恵那市夏やすみこども講座サポーター（木の実クラフト）

1 井出七勢 恵那市夏やすみこども講座サポーター（でんぷんみつけ）

1 大島貫介 恵那市夏やすみこども講座サポーター（木の実クラフト）

1 大島貫介 恵那市夏やすみこども講座サポーター（でんぷんみつけ）

1 夏目未來 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

1 大島快昂 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

1 大島貫介 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

1 井出七勢 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

2 小木曽里玖 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

2 夏目龍ノ介 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

2 川上颯太 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

2 吉村匡由 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

2 前田守生紫 上矢作地のもの感謝祭ボランティア活動

1 岩崎咲古 夏休み福祉施設ボランティア活動

2 安藤優莉 夏休み福祉施設ボランティア活動

3 安藤妃璃 夏休み福祉施設ボランティア活動

1 夏目まどか 学童ボランティア活動

1 小木曽陽菜 学童ボランティア活動

1 大島　桜 学童ボランティア活動

1 岩崎咲古 学童ボランティア活動

1 井出七勢 学童ボランティア活動

1 安藤優太 学童ボランティア活動

2 吉村匡由 学童ボランティア活動

2 髙井　天 学童ボランティア活動

2 小木曽里玖 学童ボランティア活動

2 夏目龍ノ介 学童ボランティア活動

2 川上颯太 学童ボランティア活動

2 安藤麻衣子 学童ボランティア活動

3 安藤妃璃 学童ボランティア活動

3 川路　桜 学童ボランティア活動

3 永井月渚 学童ボランティア活動

3 岩崎幸歩 学童ボランティア活動

3 安藤聡太 学童ボランティア活動

2 髙井　天 赤い羽根街頭募金

1 大島貫介 歳末たすけあい街頭募金

1 夏目未來 歳末たすけあい街頭募金

2 髙井　天 歳末たすけあい街頭募金


